
江別まち検定試験　　第 12 回　　上級編

問　題　用　紙

（制限時間　60 分）

令和 4年 11 月 27 日

注意事項

1.　答案用紙の記入にあたっては、HB 又は Bの黒鉛筆を使用すること。

2.　回答はすべて解答用紙に記入すること。

3.　解答用紙の記入方法は、正しいと思われる○数字を塗りつぶすこと。

　　正解　　①　→　●

4.　間違った場合は、消しゴムできれいに消すか、消えない場合×印を入れること。

       正解が判別できない場合は不正解とします。

　　 　訂正　→　 　or　

5.　受験番号と氏名の記入をお願いします。

主　催

NPO 法人えべつ協働ねっとわーく

‐1‐

×

受験番号

氏　　名
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問 1.　① 胆沢県水沢　 ② 仙台県宮城郡　　　③ 登米県遠田郡　　    ④ 盛岡県岩手郡

問 2.　① 入殖民の対立　　 ② 土地の不毛　  ③ 流通経路の困難　　  ④ 河川の氾濫

問 3.　① 立花由松　　 ② 上野正　　　　　   ③ 伊達邦成　　　      ④ 安孫子助右衛門

問 4.　① 遊郭　　   　② 駅逓   　        ③ 鉄道駅　　　　　　　  ④ 江別港

問 5.　① 吉原兵次郎　    ② 渡辺金助　　　 ③ 山口多門次　       　④ 名越源五郎

　明治政府は北海道開拓のために移民を求め、明治 4年に対雁に（問 1）から、21 戸 76 人が入植

しました。現在の新石狩大橋の西袂から工業団地にあたる場所となります。

　対雁の土地に入植後、2年足らずで 19 戸が対雁を去る事となるのですが、理由としては（問 2）

が挙げられます。その多くは雁来村に移転し、慶応 3年に移住した（問 3）も含めて 4戸 23 人に

減る事となりました。

　対雁に再び村として体裁が整えられるのは明治 9年の対雁学校の開校時で、それにより、

明治 11 年には（問 4）の開設、13 年には郵便の取り扱いなど村としての形が出来てゆきます。

　生活が成り立っていく中で、いくつかの寺が出来てゆき、明治 19 年、20 年のコレラ・天然痘に

よる惨事の対策の中で建立に至った真願寺や、篠津屯田の（問 5）らが仲介して始まった法華寺

などが建立されました。

次の文章の（　）に入る解答を下記の問 1～問 5の選択肢からそれぞれ選んで下さい



問 6.　高砂遺跡は何という川の川岸に沿った遺跡群でしょう。

① 七丁目川　 　 ② チャシ川　　　③ モショッケ川　 ④ 早苗別川

問 7.  江別の中隊は当初琴似の第一大隊に所属していたが独立し、どのように編成されたでしょう。

① 第二大隊      ② 第三大隊　    ③ 第五大隊　     ④ 第七大隊

問 9.　千古園内にあるものとして間違っているのはどれでしょう。

① 留魂碑　    　② 頌徳碑　   　 ③ 馬頭観世音　 　④ 開田之碑

問 10.　戦後の新憲法下による初代町長で、江別市役所初代市長は誰でしょう。
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① 八幡部落      ② 豊栄部落　    ③ 世田谷部落　   ④ 新野幌部落

問 8.　第二次世界大戦前後に緊急開拓として入地した部落として間違っているのはどれでしょう。

　　

① 名越源五郎　      ② 松川清　    ③ 古田島薫平　     ④ 岡英雄



問 11.　① 28 年　    ② 30 年　   　③ 36 年   　　④ 41 年

問 12.　① 篠津川　   ② 千歳川　   ③ 夕張川　   ④ 豊平川

問 13.　① 災害　     ② 防災　　　 ③ 水害　　　 ④ 堤防

問 14.　① 王子　     ② 中島　 　　③ 八幡　　　 ④ 大川通

問 15.　① 52 年       ② 56 年 　   ③ 60 年　     ④ 64 年
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江別市制から 7年後、「江別市総合建設計画」を策定した矢先の昭和（問 11）と翌年に 2年連続の

大水害がおきました。石狩川は氾濫し、豊幌地区は完全水没、（問 12）の氾濫により美原地区は陸

の孤島となりました。

これにより河川改修などの治水対策は進んでいきましたが、昭和 50 年にそれを越える大水害が

おき、豊幌地区や美原地区はまたもや壊滅状態となりました。

この災害では、昭和 51 年 8 月に「江別市（問 13）計画」を策定、その後の治水計画により一原と

（問 14）が集落としての姿を消しました。

昭和（問 15）には 500 年に一度の水害と言われる集中豪雨が起き、江別市内の多くの地区で、

浸冠水が発生、63 億円という甚大な被害となりました。

次の文章の（　）に入る解答を下記の問 11 ～問 15 の選択肢からそれぞれ選んで下さい



問 16.　次のグラフで江別市はどれでしょう。

問 17.　野幌森林公園の遊歩道で一番距離の長いのはどの線でしょう。

① 志文別線 　　　② 開拓の沢線 　 ③ 瑞穂線 　  ④ 中央線

問 18.　野幌の名がつけられた生き物「ノッポロヒメジョウカイ」は次のうちどれでしょう。

① 　　　　　　　　　　　　　　② 

③ 　　　　　　　　　　　　　　④ 

問 19.　野幌小学校付近にある北越殖民社の人々が越後から種子を取り寄せて育てた

        並木はつぎのうちどれでしょう。

問 20.　野幌練兵場跡碑前にある樹齢 100 年を超える江別市保存樹木は何でしょう。

① エゾヤマザクラ　　② ニセアカシア　③ トチノキ　　④ ハルニレ

－5－

① ニセアカシア　　　② アカマツ　　③ ヤチダモ　　④ プラタナス

1427.41

1121.26

722.42

594.5

481.02

294.65

243.83

187.38

119.05

北見市

②
石狩市

千歳市

岩見沢市

恵庭市

③
④
①

総面積(km2)

438.98

425.15

318.31

215.33

196.23

167.63

97.36

80.09

74.0

②
北見市

岩見沢市
石狩市
千歳市
④

恵庭市
③
①

可住地面積（km2）
89.5

66.2

62.2

39.2

33.0

33.0

32.8

29.8

29.8

④
岩見沢市

①
②

恵庭市

千歳市

③
石狩市

北見市

総面積に占める可住地面積の割合（％）



次の文章の（  ）に入る解答を下記の問 21 ～問 25 の選択肢からそれぞれ選んで下さい
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　明治 20 年頃より、川と鉄道の連結地点である江別は工業が活発化していきます。

石狩川や千歳川から運ばれた木材を扱う木工業が盛んとなり、運ばれた木や加工された木材は鉄道に

より小樽へ運ばれて行きます。

煉瓦製造もこの時代から始まっており、24 年現在の東光町に出来た（問 21）は、数年で閉鎖されま

すが、後、数年後には野幌に一大煉瓦工場群が出来ることになります。

他にも製造業として、25 年に石崎酒造所が開業し、銘酒「（問 22）」や「旭錦」を製造販売、

28 年には（問 23）の大河原文蔵が立ち上げた千歳屋酒造が清酒「千歳川」を製造販売、野幌では

35 年に、（問 24）味噌を作り出した岩田醸造所が開業しました。

洪水や大火など、地域経済が停滞した時期もありましたが、41 年に進出した（問 25）により江別

ではこれまでにない大工場が出来、多くの雇用や街の賑わいが生まれることとなりました。

問 21.　① 江別太煉化石工場　　　　       ② 館脇煉瓦工場

問 22.　① 三和鶴　　　　　② 豊泉　　　　③ ななかまど　　　　　④ 夕張川

問 23.　① 江別屯田兵　  　② 野幌屯田兵　　　③ 北越殖民社　　　　④ 開成社

問 24.　① 八雲　 　 　　  ② トモエ　　  ③ まるこめ　　　　   ④ 紅一点

問 25.　① 富士製紙　 　　 ② 王子製紙　　　　③ 北日本製紙　 　　 ④ 十条製紙

③ 東崎煉瓦工場　　　　           ④ 沢村煉瓦工場



問 26.　次の表の中でそれぞれに当てはまるのはどれでしょう。

問 27.  昨年まで操業していた丸二北海煉瓦（株）、創業当初の社名は何でしょう。

問 29.　2022 年 4 月よりサッポロ珈琲館が活用している江別市所有の施設はどこでしょう。

問 28.　とわの森三愛高校前バス待合所は次のうちどれでしょう。

問 30.　「カヤどう」を使うヤツメウナギの漁法は、どこから取りいれたものでしょう。
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① 旧町村農場　　② 北海道林木育種場旧庁舎　　③ 旧ヒダ製陶工場　　④ 旧石田邸

①　A水稲　B小麦　C大豆　D小豆　　　　②　A水稲　B小麦　C小豆　D大豆

③　A小麦　B水稲　C大豆　D小豆　　　　④　A小麦　B水稲　C小豆　D大豆

① 館脇煉瓦石工場　　② 坪松煉瓦工場　　③ 布川煉瓦工場　　④ 肥田陶管工場

① 　　　　　　　　　　　　　　② 

③ 　　　　　　　　　　　　　　④ 

① 宮城県　　　　② 新潟県　　　　③ 佐賀県　　　　④ 沖縄県

面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量
A
B 962 4,560 940 5,060 903 4,950
C 559 1,105 540 1,547 559 1,619
D 163 344 175 474 196 272

平成30年度 令和元年度 令和2年度
作物名

1,455 3,170 1,375 6,820 1,447 7,391



次の文章の（　）に入る解答を下記の問 31 ～問 35 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

問 31.　① 文化振興会　　　② 市民活動センター　　　③ 振興公社　　　　④ 文化協会

問 32.　① 5　　　　② 10　　　　③ 15　　　　　　④ 20

問 33.　① 野幌太々神楽保存会　 ② 江別川柳会　     ③ 劇団「川」　     ④ 江別楽友協会

問 34.　① 江別小唄　 　 　② 江別讃歌　　　　　③ 子ども盆踊り歌 　　 ④ 江別音頭

問 35.　① あおむし人形劇団　　② 江別子ども劇場　　③ 江別演劇鑑賞会　　④ 劇団ども
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　市内の文化活動は戦後 30 年代から活発化していき、昭和 33 年に待望の江別市公民館が開館しま

した。公民館の利用活発化に伴い、昭和 41 年には 18 団体の団体が参加し江別市（問 31）が

創立します。その後も野幌地区、大麻地区と順に、49 年までに市内各地区に公民館が開館します。

昭和 48 年には本格的な舞台付きの大ホールを擁した江別市民会館が開館します。これは市制施行

（問 32）周年記念事業の一つとして建設されました。

市民会館の落成記念式典では、（問 33）による地球楽などの披露が行われました。

また、開館記念事業の一つとして「（問 34）・合唱のゆうべ」が開催、札幌交響楽団と市内の合唱団

により（問 4）の大合唱を行いました。この事業が大きな刺激となり、市内に多くの合唱団の誕生

しました。

昭和 51 年には子どもたちに秀でた舞台芸術の鑑賞の機会と文化活動を通じた人間形成の場を与える

ことを目的とした（問 35）が創立されました。



問 36.　市民ボランティアの協力により食の臨床試験を行っている大学はどこでしょう。

① 北翔大学　  ② 札幌学院大学　  ③ 酪農学園大学　  ④ 北海道情報大学

問 37.　旧石田邸であるガラス工芸館で現在、創作活動を行っている作家は誰でしょう。

① 米原眞司　   ② 中川晃　       ③ 柿崎均　       ④ 西山省一

問 39.　江別市で 2歳児までの家庭に無償配布しているものはなんでしょう。

問 38.　野幌グリーンモールの噴水は、手づくり郷土賞を受賞した際のテーマは

　　　　「○○の色と光」○○に入るのは何でしょう。

① ふるさと     ② 故郷　         ③ 地元　         ④ 地域

問 40.　えべつ未来づくりビジョンが掲げるまちづくりの基本理念 4 つの柱で

　　　　間違っているのはどれでしょう。
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① 安心して暮らせるまち　        　　 ② 魅力のあるまち

③ 子育て応援のまち　                 ④ 環境にやさしいまち

① 飲料水　     ② 絵本　         ③ ごみ袋　       ④ えべチュンラーメン



次の文章の（  ）に入る解答を下記の問 41 ～問 45 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

　「市民交流施設ぷらっと」から野幌駅南北イベント広場を抜ける左側には（問 41）を中心に

街路樹が並んでいます。冬になるとイルミネーションで飾られます。

野幌駅前通りから国道 12 号線を越え野幌グリーンモールに入るとまず目に入るのが、経緯度、

標高を説明するミニピラミッドです。約（問 42）段からなるのもで、台座には、シドニー、東京、

（問 43）、モスクワ、ワシントン、グレシャム、ホノルルの方位が示されています。

かわなか公園に入ると江別発祥の子ども盆踊り歌の歌碑があり、歌詞などが記されています。

この碑は歌の誕生から (問 44）年を記念して作られたものです。

二番通り手前、ガラス工芸館前にはオブジェ「タイムベル」があり、トランペット、大太鼓、

チューバをもった 3人の子どもが 3時間おきにチャイムをならします。その上にはペガサスが

（問 45）の方向に矢印を向けています。

問 41.　① プラタナス　   ② エゾヤマザクラ　 　 ③ ハルニレ　     ④ ナナカマド

問 42.　① 15         ② 20　　　      ③ 25　　　      ④ 50

問 43.　① リヤド　   ② バルセロナ　  ③ ウィーン　    ④ カイロ

問 44.　① 15　       ② 50　          ③ 70　          ④ 90

問 45.　① 南西       ② 南東　     　 ③ 北東　        ④ 北西
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次の文章の（　）に入る解答を下記の問 46 ～問 50 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

　野幌グリーンモールから錦山天満宮に入ると、参道から右手は錦山緑地があり、周辺には様々な

モニュメントやオブジェがあります。緑地内及びその周辺の一部は、錦山天満宮境内林と第二中隊

本部樹林が、江別市指定保存樹林地として、指定されており、それぞれ（問 46）の番号が指定され

ています。

忠霊塔は、昭和 34 年に建立されたもので、昭和 56 年に (問 47) 建設のために翌年現在地へ移転

されました。その隣には野幌屯田兵第二中隊本部を可能な限り復元した江別市屯田資料館があり、

資料館の内部には (問 48）の等身大の人形が設置してあり、音声でガイドをしてくれます。

隣接しているグリーンモールには 2つのオブジェがあり、二番通り側が小石巧氏制作の（問 49）、

3番通り側、第二小学校入り口前にもう一つあります。

野幌公会堂前の第二中学校前バス停は江別市のランドマークプランの１つで、このバス停は、

（問 50）が設置・管理を行っています。

問 49.　① 潜　    　　　② 胞     　　　　 ③ ポプラの詩      ④ ワンモアタイム

問 47.　① 外輪船　　  ② コミュニティセンター     ③ 水道庁舎     ④ マンション

問 48.　① 本部長　　  　② 小隊長     　　 ③ 中隊長     　　 ④ 師団長　　    

問 50.　① 民間会社　    ② 江別市役所      ③ バス会社     　 ④ 自治会
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問 46.　① 1 番と 4番     ② 2 番と 3番      ③ 1 番と 2番      ④ 3 番と 4番


